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論　　文　　の　　要　　旨
　農耕地における雑草防除技術の1つとして選択除草剤の使用があるが，作物など有用植物の生育
に害を与えない条件下において雑草のみを防除する選択作用の機構を明らかにする事が，使用上重
要である。
　除草剤クロメプロップ〔2一（2，4一ジクロロ十メチルフェノキシ）プロピオンアニリド〕は最近水
稲作除草剤として開発されたものであるが，その選択殺草作用機構は未だ明らかにされていない。
そこで異なった数種の植物を用いて，その除草剤に対する植物種の特異的感受性について研究を
行った。
　はじめに数種の植物について生育阻害効果を調べ，その中から特徴的なアズキ，イネ，トマト，
ダイコンの4種の植物を選び，更に詳細な調査を行った。その結果，前2者が抵抗性，後2者を感
受性植物として区分けできることが判明した。その際クロメプロップ（CMPと略す）の分解産物の
1つである〔2一（2，4一ジクロロ十メチルフェノキシ）プロピオン酸（DMPAと略す）の生育阻害効
果も調べた。茎葉に処理した場合には，CMPの方がDMPAよりはるかに大きな抑制効果を示し，
根部に処理した場合には，DMPAの方が大であるという傾向が得られた。
　ついでCMPの植物体内の挙動を明らかにする為に，ユ4C標識のCMPならびにDMPAを用いて吸
収・移行・集積を調べた。茎葉よりの体内浸透速度はCMPがDMPAよりはるかに大であり，又根
による吸収はCMP，DMPA共によく行われたが，一旦吸収されたものが地上部に移行する速度は
DMPAがはるかにCMPより大であった。地上部において生育阻害効果が顕著に認められることか
ら，地上部における活性物質の濃度の上昇が作用発現に重要であると仮定すると，茎葉処理では
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CMP，根部処理ではDMPAの方が夫々効果が大きく発現することと結びつくと判断された。植物種
問比較についても同じ傾向が得られた。茎葉処理では感受性とされたダイコン，トマトが抵抗性と
されたアズキ，イネよりCMPを多く吸収し，根部処理では高い移行率を示して，作用物質の茎葉部
における集積をより顕著に行うことが示された。
　4種の植物体内におけるCMPの代謝を，玉4C－CMPおよび玉4C－DMPAを夫々出発物質として研究
した。いづれの植物種においても，CMPは一旦DMPAに加水分解され，次いでDMPA自体かある
いは更に代謝が進行して後，体内成分と抱合体を形成して水可溶物質となることが明らかにされた。
しかしそれらの速度には4種の植物種間に相違が認められた。抵抗性とされたアズキとイネでは，
CMPからDMPAへの分解が速く行われ，更にDMPAから各種の水可溶物質への変化の速度も大で
あったが，それに比べてダイコン，トマトでは遅く，特にDMPAから生理活性の認められない水可
溶画分への変化が遅いことが明らかとなった。なお，DMPAからの更なる代謝の場合，ベンゼン環一
3一置換メチルが一部酸化された2一（2，4一ジクロロー3一ヒドロキシメチルフェノキシ）プロピオ
ン酸（3－CH20H－DMPAと略す）が生じ，そのものおよびその抱合体には生理活性が認められな
かった。この抱合体はアズキ，イネで多く見出され，一種の解毒物質と考えられた。
　一方植物代謝系に対するCMPの影響を植物ホルモン（オーキシン）作用について調べた。CMP
を与えるとオーキシンによる奇型生成（形成作用）と同様の可視障害が認められるし，化学構造も
2．4－Dのそれと類似している。ダイコン子葉の展開角度に対する葉剤添加の影響により，ホルモン
効果の判定とした。茎葉処理ではCMPがDMPAより，また根部処理ではDMPAがCMPより効果
が大であり，このことは先に述べた生育抑制効果と同一の傾向であった。
　CMP自体が活性態か，一旦DMPAに分解してから効果を示すのかを確かめる為に，カーバメー
ト系殺虫剤NAC（ユーナフチルカーバメート）とCMPの混合施用実験を行った。NACはプロパニ
ルの様なアニリドやジウロンなどの尿素誘導体の一NH－CO一結合の加水分解反応を阻害する作用があ
ることが知られている。ダイコン，キュウリにCMPと共にNACを与えると，CMP単独処理の場合
と比べて，生育制御効果が著しく減少した。キュウリ第2葉で認められた異常生長の発現程度も小
となった。その時の茎葉のユ4C化合物を分析すると，NACと混用した場合，施用した1堪CCMPは大
部分CMPの形で残存していた。この結果から，CMPは一旦植物体内に取り込まれて後DMPAに変
化して作用することが推論された。
　以上の諸結果から，CMPの殺草効果にはその植物による吸収速度や根から茎葉への移行速度が大
きく貢献すると考えられるが，CMPの植物種間選択作用に対しては，CMPの代謝速度の種間差異が
貢献していることが推測された。
審　　査　　の　　要　　旨
本研究は除草剤クロメプロップの作用性と選択性についての事例研究であるが，同種の化学構造
を有するナプロアニリドやMCPCAなどに対しても示唆に富んだ知見を与えるものであるし，又べ
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ンゼン環置換のメチル基の酸化反応についての植物種聞差についても有効な研究のきっかけを作っ
たものである。
　親化合物が活性型なのか，あるいは加水分解されたカルボン酸が活性型となるのかという点につ
いても，化合物の体内動態と可視変化とを関連させて追跡している点，本研究の特徴を形成するも
のと判定される。
　この様な研究例から，除草剤の使い方に対する新しい注意が生ずるのみではなく，新しい除草剤
の創製に貢献し，また植物種毎の活一性の発見につながっていくものと判断される。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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